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被　 服　119

目的　 各種<n 繊 維 良材 ，ヽ らな ゐ代表的 な布患lてっいT  , 各 々の奇 児お ふぴ 用途 に対I  -:，

支 用的 な4  用動 態時 を考慮 し た最虚 の被 服構 成要)§ を明確 に する目的 で,   次 の沸 項('-つ い

て実,映 を行 な った。 衣服1 名 用し に動 態時 を想定 し たモf")レ実験 にお い て，n  学的 特桟値

の 異な心布地 の縫 目に. 平面的 変形（ 二次元的変形 ） ヒ,   良体的 変形 （i､ 次ん的 変形 ） 包

与え，各 々の布 旭 の縫s  が受 け る張 力変化 包測 之し.  縫 目 の外履 変化 と対丸 之-t T 検 討 し

た。 さ らI- 衣 服の^  哨時 にli  ,  布地 に匿1有な伸 び率 び摩擦特姓 との関係,- お いて ゆヒ ■)量

I'- どの程度 寄与i  るヵヽ ，4-Si 的 な布地 の伸張特 雄L 対Ml  t -tt な･^-;ら考戴し た。

力汰　 ニヽ 次元的変形 の適 合ヽは，2 枚 の同 一試料布%. 縫 合した試験布t ，通常 の引 張') 試

験 と同様 に平 面状 態 て",    i t-- 5- /K. 元的 愛形の場 合は,   同-  の試 験布t 円筒ボ テ－X- に巻 き

？け てf      一端 を-tぐf  ■■ ーに盾〕え し.   他遍 を引 張り試 験機 に漣動 之ゼ｡て引張 っr- 。 そ<n 場 合 の

布梵I'. 対 すゐ張 力の伝播状 況 を，i. k して縫製 部 分におい て,   ひずみゲ- ジを利 用し 化瀕

張 力検出器x- 定量的 に測 定し 紅。ﾀﾄ 観 変化 は引 張 り猿の縫 目 色写真刺史 によ') 評価 した。

砧 粟　 人工皮莱V  は, バ イy スカ向。伸 びがよ こ 方is＼ に応 べふ 之心なら挫 質を踊っ てお

0 ,   力はバイ アスカfs＼ に友及 すい 噴向 を示す。伸 ぴが,1ヽ さく すべ‥) のよ い布地 でli,  局部

的iこ大*  なカ ダ集申し てin t> ねことが多 く，縫-^ の強 之に 大き*S.影響を＆ ぼ す。 仏体的 な

動 態 変形 を為 え｡ゐ瘍をI- は, 力 の伝濾形 他,が衣眼 と人休 や衣 服酷 の孝唐 抵批 の影響 を受け

て, 沸地 固有 の伸び季 がそ のi  i  寄 与･ｾﾞ:ず，衣服 全体 の伸 びは 一一般 に低f  i  ゐ。竣服構成

時 のゆ と'J 量感 の設定1-  lよ， こix ら の連 々 の力学特疆値t 考慮 し なけ れ ば`な らな い。
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算 機 シミ ュ レ ーシa ン に よ る 本 縫 い ミ シ ン の 引 締 張 力 の 要 因 分 析

工 大工　　 鎌 田 佳 仲

1. 緒ｔ　 縫 製 中 の 上 糸 張 力 、 中 で も 天 秤 の 引 締 作 用 に よ り 発 生 す る 張 力（ 引 締 張 力
ｙ は

縫 目 の 形 成 に 直 接 関 与 す る 。 し た が っ て 、 そ の 量 を 制 御 す る こ と は 基 本 的 に 重 要 で あ る
。

し かし 、 そ の 張 力 が ど の よ う な 機 構 で 発 生 す る か さ え 知 ら れ て い な い 現 状 に あ る。 本 研 究

で は 、 そ の張 力 の 発 生 機 構 を 計 算 機 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン に よ り 解 明 す る こ と を 目 的 と す る
。

2 . ≪ ft       
こ ぶA'
 S. シ
ンa
蛇 の 目DBJ-704　 で あ る 。 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン の 方 法 は

前 報1-2) と

同 様で あ る 。a  お 、 計 算 に は 適 度 因 子 は 含 ま れ て い な い 。

3.^_ 里
。1 ）糸 取 り バ ネa.  - 引 締 張 力 波

形 の 裾 野 の 形 態を 決 め る が 、 そ のピ ーク 値 にa
ほ

‥ －一一 － －－　 －ヽ ヽ･－I 一一･」-_≫一-V ，U･ － ･IX    i*   : ̂  誼 敵   と･世 士 す る が あ る 送 り 量 を 境と ん ど 影 響 し な い 。2) 送 り が 増 大 す る と ピ ー ク 値 は 直 線 的 に 増 大 す る が
、 あ

とし て 一 定 と ≪: る 。 そ の 境 は 糸 調 子 皿 か ら の 引 出 し 張 力 そ の 他 の 要 因 で 変 わ る
3）天 秤 糸

通 に お け る 摩 擦 はピ ー ク 値 に 大 き く 影 響 す る 。 そ の 摩 擦 係 数 に 対 す るピ ー ク 値 の 変 化 は 単

純 でa.  な い 。4 ）か ま を くぐ る た め に 布 下 に 送 り 込 ま れ た上 糸 は 下 糸 を 伴 な い な が ら 天 秤 に

より 引 き 上 げ ら れる 。 そ の 際 発 生 す る 抵 抗 が 大 き い 程 ピ ーク 値 も 大 き く な る 。5 ）縫 糸 の 伸

張 性 が 大 き く な ると 、 張 力 波 形 の 発 生 す る 角 度 範 囲 が 広 く な り 、ピ ー ク 値 は 若 干 小 さ く な
－ Ｗ･－ ｆ－ Ｗ　` 　－　＝　・
る 。　 以 上 の 枯 果 か ら 、 引 締 張 力 の ピ ー ク 値 は 糸 調 子 皿 か ら 引 き 出 さ れ る 張 力 （ い わ ゆ

る

●　　 偶同 一ad ’f 7Mr ●7--　r　 ’w-....-. －

的 張 力 ） の み で は 決 ま ら ず 、 他 の 諸 々 の 影 響 を
受 け る こ と が 分 か る ． し た が っ て 、

現 行

－　･･J －･_J-･ ’W-WW iW＝
の 糸 調 子 皿 制 御 に よ る 上 糸 張 力 制 御 に は 各 因 子 の 張 力 に 対 す る 膨 大 な 情 報 が 必 要 で あ る
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